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平成 30年 11月 12日～ 11月 30日

















































12日（月） 第 1時 〇教材文を読んで、疑問に思ったことを付箋紙に書き出す。
〇３～４人グループになり、疑問に思ったことを「すぐに解決でき
るもの」「すぐには解決できないもの」に分類する。
14日（水） 第 2時 〇教材文を意味段落に分ける。
15日（木） 第 3時 〇事実と考えの観点で教材文を読み、筆者の考えの変容について考
16日（金） 第 4時 える。
19日（月） 第 5時 〇石膏像を実際に見たり触ったりし、筆者の述べている「さわる文
化」「見る文化」「さわっておどろく」とはどういうことか考える。
20日（火） 第 6時 〇自作 VTR ①（「さわること」に特化したもの）を視聴し、地域
の視覚しょうがい者の方の実際の生活の様子について知る。
〇「見る文化」と「さわる文化」は、どういうものなのか考える。
22日（木） 第 7時 〇筆者の主張にある「両方向の矢印」の形・意味について、個人で
考えた上で３～４人グループで話し合い、検討する。
26日（月） 第 8時 〇「見る文化」と「さわる文化」には長所・短所があることを確認
し、それぞれの文化の特ちょうについて考える。




28日（水） 第 10・ 〇これまでの学習内容を報告文としてまとめる。（第 9時の続き）
29日（木） 11時







































































6 8 K いから。成り立つのかなあ…って。
M




































































































































































































































『みんなと学ぶ 小学校国語 四年下』学校図書，平成 26年度検定
『国語科学習デザイン』第 2巻第 2号 2019.3
